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令和６年６月３、４日に、県内の一部で降雹・強風がありました。地域によって

は、作物に損傷が見られていますので、各園の状況を確認し、以下の対策を実施して

ください。 

 

＜ブドウ（デラウエアを除く）＞ 

（１）葉や果房の裂傷が見られる園では、病害の発生を防ぐため防除を徹底する。 

    ２回目 GA 前 オーソサイド水和剤８０ 

        ８００倍（収穫３０日前まで ３回） 

２回目 GA 後 ホライズンドライフロアブル 

２，５００倍（収穫２１日前まで ３回） 

 

＜モモ＞ 

（１）果実や葉に傷がみられる園では、病害の発生を防ぐため防除を徹底する。 

 インダーフロアブル   ５，０００倍（収穫３０前まで ３回） 

 オンリーワンフロアブル ２，０００倍（収穫前日まで  ３回） 

（２）被害程度がはっきりしてから仕上げ摘果、見直し摘果を行う。なお、傷の程度が

少なく腐敗につながらない果実は、樹勢調節のため残しておく。 

 

＜ナス＞ 

（１）倒伏した株は起こし、支柱にしっかり誘引・固定する。また、わき芽かきや下葉

の摘葉を遅らせ、葉数を確保して樹勢回復を図る。 

（２）主枝が損傷した場合は切り戻し、強い側枝で代替する。 

（３）損傷した葉・果実は除去し、樹勢回復を図る。 

（４）茎葉の損傷部から病原菌が侵入し、病害が発生しやすいので、適用薬剤による防

除を実施するとともに、葉面散布剤により樹勢回復を図る。 

 

＜スイートコーン＞ 

（１）無理に引き起こすと根を傷めるので、原則そのままで管理する。 

（２）雄穂抽出期後の圃場では、今後の薬剤防除に支障を来す場合には、マイカー線で

囲むなどして株を支える。 

（３）収穫時期が近く防除の必要の無い圃場は、そのままにして収穫を迎える。 


